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18日に発生し ました 山形県沖を震 源とす る地震と、そ の後の 余震や大雨の 不

安をお察し申 し上げ ますとともに 、被害 を受けられま した皆 様に、謹んで お

見舞い申し上 げます 。一日も早い 復旧を お祈りいたし ます。  

現在会員登録 数 2,967人さま。次号 は７月 23日発行の予定です ／  
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●  国際講演会＆ワ ー クショップの 参加者 募集  

韓 国 の 絵 本 作 家 パ ク  ジ ォ ン チ ェ さ ん を 招 聘 し 、 国 際 講 演 会 （ 大 人 向 け ） と 、

絵本づくりワ ークシ ョップ（小学 生向け ）を開催しま す。  

（１）国際講 演会「 韓国の絵本作 家  パク  ジォンチェの絵本 を 語る」  

日  時：７月 20 日（ 土）午後１時 ～４時  

講  師：パク  ジォ ン チェ  さん（絵本作 家 ）  

   申  明浩  さん （翻訳家、武 蔵野美 術大学非常勤 講師） ※  兼通訳  

   広松  由希子  さん（絵本評 論家）  

定  員： 60 名（申込 先着順）  参加費： 1,000 円  

会  場：大阪 府立中 央図書館  ２階大会 議 室  （東大阪市荒本 ）  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

共  催：絵本 学会  

※  詳細、申し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

（２）ワークショッ プ  「絵本作家パ ク  ジォ ンチェさんと 絵本を つくろう！」

日  時：７月 21 日（ 日）午後１時 ～４時  

講  師：パク  ジォ ン チェ  さん   通  訳 ：申  明浩  さん  

対  象：小学 生   定  員： 30 名（申込 先着順）   参加費 ： 500 円  

会  場：大阪 府立中 央図書館  ２階大会 議 室  （東大阪市荒本 ）  

※  詳細、申し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html 

○  協  賛：サントリ ーホールディ ングス 株式会社／株 式会社 富士通システ ム  

ズアプリケー ション ＆サポート／ ムサシ ･アイ ･テクノ株式会 社  

○  助  成：子どもゆ め基金助成活 動  

 

●  研究紀要の原稿 募 集  



当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 33 号の 原稿を募集し

ています。  詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

◇「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀 要  第 32 号」を販売し ています。  

発行：当財団  2019 年 3 月  A5 判 164 頁  1500 円＋税  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk （特別編 ）  

***************************************************************** 

『ひとりでよ めたよ ！幼年文学お すすめ ブックガイド 200』 大阪国際児童 文

学振興財団 /編  評 論 社  2019 年 6 月下旬 予定  2500 円 +税  対象：大人  

 

Ｔ：とうとう できま した！！  

Ｙ ： は い 。 当 財 団 編 集 の 本 が 近 日 中 に 発 行 さ れ る の で 、 今 回 は 特 別 編 で す 。

どうしてこの 本を出 そうと思った かにつ いてお話くだ さい。  

Ｔ ： 今 、 低 年 齢 の 子 ど も の 読 書 が 注 目 さ れ て い ま す が 、 そ こ で 取 り 上 げ ら れ

るのは絵本が 中心で す。絵本のブック リス トは数多く出 版され ていますが 、

幼 い 子 ど も 向 け の 文 学 の ブ ッ ク リ ス ト は ほ と ん ど あ り ま せ ん 。 け れ ど 、 私

た ち は 、 幼 児 期 に 文 学 に 出 会 う こ と を と て も 大 切 に 思 っ て お り 、 こ の 本 を

出すことにし ました 。  

Ｙ： 2019 年現在購入 可能な本を 200 冊選びました。  

Ｔ：読み継が れてい る古典作品か ら最新 の本までが並 んでい ます。  

Ｙ ： こ の ブ ッ ク ガ イ ド の 特 徴 で あ り 、 ぜ ひ 、 読 ん で 周 り の 人 と 議 論 し て い た

だ き た い と 思 う 点 は 、 取 り 上 げ た 本 の 紹 介 文 で す 。 た だ あ ら す じ を 紹 介 し

て も ら う の で は な く 、 な ぜ 、 そ の 本 が 幼 年 文 学 な の か 、 幼 年 期 の 子 ど も に

とっての意味 を書い てもらうよう にお願 いしました。  

Ｔ ： 執 筆 者 は 子 ど も の 本 の 研 究 者 、 子 ど も に 身 近 な 学 校 司 書 さ ん 、 子 ど も に

本 を 手 渡 す 大 人 の 近 く に い る 書 店 員 さ ん な ど が お り 、 広 が り の あ る 内 容 に

なったと思い ます。  

  そ し て 、 読 物 性 の 高 い 絵 本 も 紹 介 す る こ と で 、 絵 本 と 幼 年 文 学 の 両 方 を

楽しんでもら えるよ うなブックガ イドに しました。  

Ｙ ： 両 方 と い う 意 味 で は 、 幼 年 文 学 は 、 読 ん で も ら っ て も 、 自 分 で 読 ん で も

楽しい本であ るとい うコンセプト で本を 作りました。  

Ｔ ： コ ラ ム に は 、 幼 年 文 学 の 書 き 手 の 思 い が つ ま っ た エ ッ セ イ が 掲 載 さ れ て

います。  

  ぜ ひ 、 こ の 本 を 読 ん で 、 新 し い 幼 年 文 学 作 品 に 出 会 っ て 欲 し い と 思 い ま

す。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  



 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 46 回「朝に就て の 童話的構図」  

「童話的構図 」が示 すもの  

 

少々長いタイ トルの 本作は、賢治 が生前に 発表した最後 の作品 です。雑誌『 天

才 人 』 第 ６ 輯 （ 昭 和 ８ 年 ３ 月 ） に 発 表 さ れ 、 そ の 約 半 年 後 に 賢 治 は こ の 世 を

去りました 。「ありと きのこ」（ま たは「蟻 ときのこ」）という題 名でも親しま

れてきたごく 短い童 話です。  

 

物 語 の 舞 台 は 、 苔 い ち め ん に 霧 が ぽ し ゃ ぽ し ゃ 降 る 羊 歯 の 森 。 ２ 匹 の 蟻 の 子

ど も が 、 突 然 目 の 前 に あ ら わ れ た 大 き な 〈 真 っ 白 な 家 〉 を 見 つ け ま す 。 近 く

に い た 蟻 の 兵 隊 （ 歩 哨 ） に た ず ね た と こ ろ 、 ア ル キ ル 中 佐 お よ び 陸 地 測 量 部

に 伝 え に 行 く よ う 言 わ れ ま す 。 歩 哨 は そ の 間 、 ス ナ イ ド ル 式 の 銃 剣 を 構 え て

その〈真っ白 な建物 〉をにらみつ けてい ます。  

や が て 、 子 ど も た ち は そ れ が 〈 き の こ 〉 だ と 教 え ら れ て 戻 り 、 歩 哨 に 報 告 。

そ の と き き の こ は 自 然 に 倒 れ て お り 、 ま た 向 こ う で 別 の き の こ が あ ら わ れ ま

す 。 ば つ が 悪 そ う な 歩 哨 を よ そ に 、 子 ど も た ち は 〈 笑 っ て 笑 っ て 笑 〉 う と こ

ろで物語は閉 じられ ます。  

 

軍 隊 と い う 硬 直 し た 組 織 に 組 み 込 ま れ る 蟻 と 、 そ こ か ら は 無 縁 な 子 ど も の 健

康的な 笑 い を 対 照 的 に 描 く 図 式 が 、「 童 話 的 構 図 」 と 言 う こ と な の で し ょ う 。 

 

〈 霧 の 粒 は だ ん だ ん 小 さ く 小 さ く な っ て 、 い ま は も う う す い 乳 い ろ の け む り

に 変 り 、 草 や 木 の 水 を 吸 い あ げ る 音 は 、 あ っ ち に も こ っ ち に も 忙 し く 聞 え 出

しました。さ すがの 歩哨もとうと う睡さ にふらっとし ます。〉  

 

草や木が、水を吸い あ げる音が忙し く聞え 出すほど静寂 な空間。そんななか、

銃 を 抱 え て 鉄 の 帽 子 を 被 り 、 つ い う と う と す る 蟻 の 歩 哨 。 絵 画 的 と も い え る

描写も「童話 的構図 」たる所以で す。  

 

一 方 で 、 本 作 は こ れ ま で 子 ど も の 無 邪 気 さ や 聖 な る イ メ ー ジ の 増 幅 が 指 摘 さ

れてきた童話 であり（磯貝英夫「テクス ト 評釈  朝に就ての童 話 的構図」 1986

年）、子 どもの際 立つ イノセンスが「童話 的」情景を 形成して いるとも言え ま

す 。 生 前 最 後 の 発 表 作 と い う こ と も 興 味 深 い で す が 、 賢 治 の 子 ど も 観 を 垣 間

見ることので きる作 品です。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『セ ロ弾き のゴーシュ』 により ました。）  

 

***************************************************************** 
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***************************************************************** 

その 12 まとめにかえ て  

 

2010 年９月から 、「お はなしボラン ティア 」の方々と一緒 に考え たい内容につ

い て 連 載 し て き ま し た が 、 絵 本 、 お は な し 、 ボ ラ ン テ ィ ア の あ り よ う な ど 、

私 が お 伝 え し た い テ ー マ は 一 通 り 書 か せ て い た だ き ま し た の で 、 い っ た ん こ

れで連載を終 了した いと思います 。  



 

お は な し ボ ラ ン テ ィ ア の 状 況 は 連 載 当 初 と 比 べ て 大 き く 変 化 し て い る よ う に

は 思 え ま せ ん 。 高 齢 化 が 進 ん だ り 、 な か な か ボ ラ ン テ ィ ア の メ ン バ ー が 集 ま

ら な か っ た り 、 か え っ て た い へ ん な 状 況 の グ ル ー プ も 増 え て い る よ う に 思 え

ます。  

 

友 だ ち ど う し や 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ど ん ど ん 難 し く な っ て い る 現

代 に お い て 、 地 域 の 大 人 た ち が 絵 本 や お は な し を 通 し て 子 ど も た ち と コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を す る と い う の は と て も 意 義 深 い こ と だ と 思 い ま す 。 絵 本 や お

は な し に あ る 「 こ と ば 」 が 子 ど も の 体 内 に 入 り 、 自 ら の こ と ば と し て 思 考 や

人とのコミュ ニケー ションに使う ことが できればいい なと思 っています。  

 

私 自 身 も い ろ い ろ な 子 ど も と 絵 本 や お は な し を 通 し て 出 会 い 続 け 、 ど ん な 作

品をどのよう に伝え るべきか考え 続けて いきたいと思 います 。  

 

長い間お読み くださ り、ありがと うござ いました。  

この欄は、来月 から新 しい連載が始 まりま す。楽しみにお 待ちく ださい。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神戸ゆかりの 美術館 で９月１日ま で開催 されている「ヒグ チユ ウコ展  ＣＩＲ

Ｃ Ｕ Ｓ 」 に 行 っ て き ま し た 。 人 気 の 画 家 で 絵 本 作 家 で あ る ヒ グ チ ユ ウ コ さ ん

の約 20 年の画業の 中 で描かれた 700 点以上の作品が展 示され ています。  

 

最初に絵本の 原画が 展示されてい て、デ ビュー作の『ふたり のねこ』（祥伝社  

2014 年）から最新作『ほんやのねこ 』（白 泉社  2018 年）までの 絵本に登場す

る 、 ぬ い ぐ る み の ニ ャ ン コ や 、 手 が 蛇 で 足 が 蛸 の 猫 の ギ ュ ス タ ー ヴ く ん 、 ひ

とつめちゃん などの 不思議なキャ ラクタ ーが勢ぞろい してい ます。  

 

鉛 筆 や ペ ン で 描 か れ 、 と き に 水 彩 絵 の 具 で 着 色 さ れ た 絵 は 、 繊 細 で あ る と 同

時 に 存 在 感 が あ り ま す 。 ど の キ ャ ラ ク タ ー も 、 前 を 向 い て い る の に な ぜ か 観

る 者 と 視 線 が 合 わ ず 、 ち ょ っ と 怖 い 気 持 ち に な り ま し た 。 キ ャ ラ ク タ ー は 、

私 た ち と は 別 の 独 自 の 世 界 に 生 き て お り 、 好 き な 人 に と っ て は 、 そ の 世 界 に

浸れる楽しさ がある のかなと思い ました 。  

 

フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド や 企 業 な ど と の コ ラ ボ 作 品 も あ り 、 特 に 画 材 の 会 社 ホ

ル ベ イ ン の 作 品 が お も し ろ か っ た で す 。 絵 の 具 の パ ッ ケ ー ジ に 描 か れ た 、 絵

の 具 の チ ュ ー ブ か ら そ れ ぞ れ の 色 に 合 わ せ た 動 物 や 植 物 な ど が 出 て き て い ま

す 。 そ の 他 に 、 ヒ グ チ さ ん が 描 く と き の 方 法 や 、 絵 の 具 や パ レ ッ ト の 使 い 方

や塗り方、色 の合わ せ方などを解 説した 作品もありま した。  

 

グ ッ ズ も 大 人 気 で 大 行 列 が で き て い ま し た 。 個 性 の 強 い ヒ グ チ ワ ー ル ド だ か

らこその人気 だと思 いました。（Ｋ）  
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●  <フォーラ ム・子 どもたちの未 来のた めに >シンポジウム Ｉ Ｎ京都  

「私たちの時 代・私 たちの表現－ いま、 子どもたちに 何を伝 えるか－」  



第１部  基調 講演「 私たちの時代 ・私た ちの表現」  

 講  師：中 島京子 （作家）  

第２部  シン ポジウ ム「いま、子 どもた ちに何を伝え るか？ 」  

 講  師：あ さのあ つこ（作家 ）、中島 京 子、長谷川義 史（絵 本作家）、  

令丈ヒロ子（ 作家）  

 司  会：ひ こ・田 中（作家）  

会  場：ひと ・まち 交流館  京都  

時  間： 14 時～ 16 時 30 分   定  員 ： 200 人  

会  費：有料   申 し込み：必要  

主  催：「 フォーラ ム ・子どもたち の未来 のために」実 行委員 会  

 

●  資 料 小 展 示 「 幻 の 児 童 雑 誌 『 カ シ コ イ 』 ～ 学 年 誌 が 描 い た 子 ど も 文 化 ～ 」 

昭和７年に創 刊され た学年別児童 雑誌『 カシコイ』（精文 館）に掲載された 貴

重な童画の原 画を、戦 前戦後に出版 された 数々の学年誌 ととも に紹介します 。 

会  期：開催 中～６ 月 30 日（日）休館 日 あり  入館無 料  

会  場：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  （東大阪市荒 本 ）  

主  催：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  

協  力 ： 北 村 好 子 、 行 司 千 絵 、 京 都 国 際 マ ン ガ ミ ュ ー ジ ア ム 、 大 阪 国 際 児 童

文学振興財団  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ひ と りでよめたよ！

幼年文学おす すめブ ックガイド 200』を１ 名の方にプレ ゼント します。ご希望

の方は、メールで件 名「メルマガ  NO.106 プレゼント希望」とし、(1)お名前  (2)

郵便番号・住所  (3)電  話番号  (4)メールア ドレス、よ ろしけれ ば  (5)このメ

ルマガのご感 想をお 書きのうえ  office@iiclo.or.jp にお送り ください。  

締切は７月 10 日 (水 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新大阪駅から 放出（ はなてん）駅 までの 区間が今年３ 月に開 業し、ＪＲお お

さか東線が全 線開通 した。先日初 乗車し 、車窓の景色 に釘付 け。今はいさ さ

か殺風景だが 、接続 も便利になり 人の流 れも大きく変 わる。 かつての大阪 万

博で千里方面 が大き く変わったよ うに、 2025年の万博ではウ ォ ーターフロン

トにどんな変 化がも たらされるか 見守っ ていきたい。 （ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  



●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


